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「
中
野
区
教
育
委
員
候
補
者
区

民
推
薦
制
度
」
は
、
教
育
委
員
の

任
命
に
際
し
て
広
く
区
民
の
声
を

反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

制
度
だ
が
、
�
現
在
の
教
育
委
員

５
人
の
中
で
、
区
民
推
薦
制
度
に

よ
り
推
薦
さ
れ
た
委
員
は
何
人
か
。

�
今
回
の
教
育
委
員
任
命
の
際
、

区
民
の
声
は
ど
の
よ
う
に
反
映
さ

れ
た
の
か
。
�
教
育
委
員
の
人
選

方
法
に
公
募
制
を
取
り
入
れ
る
考

え
は
あ
る
か
。

区

長

�
現
在
１
名
で
あ
る
。

�
区
民
推
薦
の
結
果
を
ま
ず
勘
案

し
人
選
し
た
。
結
果
と
し
て
推
薦

外
と
な
っ
た
が
、
適
切
な
人
選
だ

っ
た
と
考
え
て
い
る
。�
今
、人
選

の
方
法
に
つ
い
て
考
え
が
あ
る
わ

け
で
は
な
い
。
仮
に
あ
っ
た
と
し

て
も
申
し
上
げ
る
つ
も
り
は
な
い
。

中
学
校
情
緒
障
が
い
学
級
を

早
期
に
実
現
せ
よ

注
意
欠
陥
多
動
性
障
が
い
、
学

習
障
が
い
、
高
機
能
自
閉
症
の
子

ど
も
た
ち
の
増
加
に
伴
い
、
来
年

度
、
小
学
校
に
は
通
級
学
級
と
し

て
２
校
目
の
情
緒
障
が
い
学
級
が

設
置
さ
れ
る
。
し
か
し
、
中
学
校

に
は
な
い
た
め
、
小
学
校
で
通
常

学
級
に
在
籍
し
、
補
う
形
で
週
に

１
、
２
日
通
級
学
級
に
通
う
児

童
・
保
護
者
は
と
も
に
、
卒
業
後

の
不
安
を
抱
え
て
い
る
。
情
緒
障

が
い
学
級
の
必
要
な
中
学
生
が
増

加
し
て
い
る
現
状
を
ふ
ま
え
、
中

学
校
の
情
緒
障
が
い
学
級
設
置
を

検
討
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

教
育
長

中
学
校
に
お
け
る
情

緒
障
害
学
級
に
つ
い
て
は
現
状
と

今
後
の
動
向
な
ど
を
踏
ま
え
、
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

区
役
所
窓
口
の
時
間
延
長
と

休
日
窓
口
の
あ
り
方
の
再
考
を

中
野
区
で
は
毎
月
第
２
・
第
４

火
曜
日
は
夜
７
時
ま
で
、
第
３
日

曜
日
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

ま
で
証
明
書
な
ど
の
発
行
、
税
な

ど
の
納
付
と
相
談
窓
口
を
開
設
し

て
い
る
。
と
こ

ろ
が
、
宿
直
室

で
の
窓
口
取
り

扱
い
件
数
は
土

曜
日
の
方
が
日

曜
日
に
比
べ
、

約
２
・
６
倍
多

く
、
土
曜
日
の

窓
口
開
設
の
ニ

ー
ズ
が
高
い
と

思
わ
れ
る
。
ま

た
平
日
の
夜
８

時
ま
で
の
開
設
、

障
が
い
者
や
高

齢
者
の
福
祉
分
野
や
、
子
育
て
支

援
な
ど
の
相
談
窓
口
の
開
設
を
望

む
声
も
多
い
。
時
間
延
長
と
休
日

窓
口
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
実
効

性
の
あ
る
方
法
を
再
考
す
べ
き
と

思
う
が
ど
う
か
。

区

長

現
在
は
人
員
、
経
費
、

ニ
ー
ズ
を
考
慮
し
実
施
し
て
い
る
。

今
年
度
さ
ら
に
検
討
し
、
充
実
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
、
窓
口
相
互

の
連
携
や
、
実
施
体
制
に
つ
い
て

も
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

�
区
が
今
年
度
作
成
予
定
の

「
子
育
て
支
援
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

は
、
母
親
が
手
に
と
っ
て
安
心
で

き
、
子
育
て
に
希
望
が
持
て
る
内

容
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
区
民
参
加
で
編
集
を
行
う

な
ど
の
工
夫
を
し
て
は
ど
う
か
。

�
来
年
度
、
国
で
は
不
妊
治
療
の

助
成
を
実
施
す
る
方
向
だ
が
、
区

と
し
て
独
自
の
施
策
を
図
る
べ
き

で
は
な
い
か
。
�
中
野
区
の
乳
幼

児
医
療
費
は
就
学
前
の
子
ど
も
に

つ
い
て
無
料
だ
が
、
健
康
保
険
法

の
改
正
に
よ
る
区
負
担
額
軽
減
分

で
、
小
学
３
年
生
ま
で
の
入
院
を

対
象
に
す
る
な
ど
新
た
な
充
実
策

が
図
れ
な
い
か
。

区

長

�
乳
幼
児
を
持
つ
保

護
者
対
象
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

も
と
に
、
使
い
や
す
く
分
か
り
や

す
い
も
の
に
し
た
い
。
�
不
妊
治

療
に
対
す
る
支
援
は
、
国
に
お
い

て
具
体
的
な
検
討
が
始
ま
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
動
向
を
見
守
り
た

い
。�
昨
年
度
、就
学
前
ま
で
の
乳

幼
児
医
療
費
助
成
の
所
得
制
限
を

撤
廃
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
在
、

対
象
の
拡
大
は
考
え
て
い
な
い
。

介
護
お
よ
び
支
援
費
制
度
の

苦
情
処
理
の
対
応
を
急
げ

相
談
や
苦
情
が
き
ち
ん
と
受
け

止
め
ら
れ
、
的
確
に
処
理
さ
れ
る

し
く
み
が
あ
る
こ
と
は
、
安
心
と

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
。

現
在
の
苦
情
対
応
の
窓
口
で
は
実

効
性
に
疑
問
が

あ
る
。
福
祉
オ

ン
ブ
ズ
マ
ン
が

苦
情
に
基
づ
き

民
間
人
に
も
調

査
・
勧
告
・
意

見
表
明
を
で
き

る
よ
う
に
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

区

長

社

会
福
祉
協
議
会

が
窓
口
と
な
り
、

介
護
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
連
絡
協

議
会
に
苦
情
処
理
機
関
を
設
置
す

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
し
く

み
の
拡
大
は
考
え
て
い
な
い
。

中
野
の
文
化
・
芸
術
の
振
興
を

�
文
化
庁
の
予
算
を
活
用
し
、

小
・
中
学
校
や
幼
稚
園
の
子
ど
も

た
ち
全
員
が
年
１
回
は
「
本
物
の

芸
術
」
に
触
れ
る
機
会
を
つ
く
る

べ
き
で
は
な
い
か
。
�
芸
術
や
文

化
は
入
れ
物
に
こ
だ
わ
る
必
要
は

な
い
。
区
役
所
１
階
で
ロ
ビ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
長

�
芸
術
に
ふ
れ
る
機

会
と
し
て
、
毎
年
、
各
小
・
中
学

校
で
は
音
楽
鑑
賞
や
観
劇
な
ど
を

行
っ
て
お
り
、
昨
年
は
文
化
庁
の

施
策
を
活
用
し
た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
鑑
賞
も
実
施
し
た
。
今
後
も
国

の
施
策
を
活
用
し
て
い
き
た
い
。

区

長

�
区
の
施
設
を
多
様

に
使
っ
て
の
イ
ベ
ン
ト
を
考
え
て

い
き
た
い
。

区
長
提
出
議
案

●
中
野
区
区
政
情
報
の
公
開
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報

公
開
請
求
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま

す
。

●
中
野
区
事
務
手
数
料
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

租
税
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
規
定
を
整
備
し
ま
す
。

●
清
掃
車
の
買
入
れ
に
つ
い
て

一
般
廃
棄
物
の
収
集
、
運
搬
に

使
用
す
る
清
掃
車
４
台
を
購
入
し

ま
す
。

●
中
野
区
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
に
係
る
本
人

確
認
情
報
等
の
保
護
に
関
す
る

条
例

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
の
運
用
に
あ
た
り
、
区

民
の
個
人
情
報
の
保
護
を
図
る
と

と
も
に
本
人
確
認
情
報
な
ど
の
適

正
な
管
理
に
関
し
て
、
区
長
が
講

ず
べ
き
事
項
な
ど
を
定
め
ま
す
。

●
中
野
区
特
別
区
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

�
特
別
区
た
ば
こ
税
の
税
率
を

引
き
上
げ
ま
す
。
�
都
民
税
配
当

割
お
よ
び
都
民
税
株
式
等
譲
渡
所

得
割
制
度
創
設
に
伴
う
規
定
を
整

備
し
ま
す
。
�
株
式
な
ど
譲
渡
所

得
に
か
か
る
課
税
の
特
例
に
関
し

規
定
を
整
備
し
ま
す
。
�
商
品
先

物
取
引
に
か
か
る
雑
所
得
な
ど
に

対
す
る
課
税
の
特
例
に
関
し
規
定

を
整
備
し
ま
す
。
�
軽
自
動
車
税

の
申
告
書
な
ど
の
様
式
に
か
か
る

規
定
を
整
備
し
ま
す
。

●
中
野
区
長
等
の
給
料
等
の
特
例

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

職
員
の
業
務
上
横
領
事
件
に
対

す
る
区
長
の
姿
勢
を
示
す
た
め
、

区
長
お
よ
び
助
役
の
平
成
１５
年
７

月
分
の
給
料
に
つ
い
て
、
す
で
に

実
施
し
て
い
る
給
料
減
額
後
の
額

の
１０
％
を
さ
ら
に
減
額
し
ま
す
。

議
員
提
出
議
案

●
議
員
の
派
遣
に
つ
い
て
（
河
川

大
会
へ
の
参
加
）

●
意
見
書（
１
件
・
次
項
に
掲
載
）

●
決
議
（
２
件
・
前
収
入
役
、
前

監
査
委
員
に
対
す
る
感
謝
状
贈

呈
に
関
す
る
決
議
）

電
力
の
安
定
供
給
に

関
す
る
意
見
書

東
京
へ
の
電
力
の
供
給
に
つ
い

て
は
、
原
子
力
発
電
所
が
立
地
す

る
新
潟
県
及
び
福
島
県
を
は
じ
め
、

電
源
が
立
地
す
る
他
県
の
長
年
に

わ
た
る
理
解
と
協
力
に
よ
っ
て
担

わ
れ
て
き
て
い
る
。

今
回
の
東
京
電
力（
株
）に
よ
る

不
祥
事
は
、
電
源
立
地
地
域
住
民

に
対
し
、
原
子
力
発
電
に
対
す
る

不
安
と
不
信
を
呼
び
起
こ
し
て
い

る
。
安
心
・
安
全
が
何
よ
り
も
求

め
ら
れ
て
い
る
原
子
力
発
電
所
に

お
い
て
、
点
検
・
補
修
等
に
お
け

る
諸
々
の
不
正
問
題
が
発
生
し
、

事
業
者
の
信
頼
は
失
墜
し
、
つ
い

に
は
全
プ
ラ
ン
ト
の
停
止
と
い
う

最
悪
の
事
態
に
い
た
っ
て
い
る
。

東
京
電
力（
株
）は
、
原
子
力
発

電
所
を
新
潟
県
及
び
福
島
県
内
に

１７
基
設
置
し
、
合
計
１
７
３
０
万

Ｋ
Ｗ
の
電
力
を
首
都
圏
へ
供
給
し

て
い
る
。
原
子
力
発
電
は
、
長
期

的
、
安
定
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
確

保
と
地
球
環
境
の
保
全
と
い
う
観

点
か
ら
も
、
そ
の
重
要
性
は
認
識

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
後
、
地
元
の
理
解
を
得
て

新
潟
県
の
柏
崎
刈
羽
６
、
７
号
機

は
再
開
し
て
い
る
が
、
こ
の
２
基

の
み
で
夏
の
電
力
供
給
が
間
に
合

う
か
ど
う
か
が
、
マ
ス
コ
ミ
紙
上

で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
。
仮
に
、
供
給
不
足
に
伴
う
停

電
と
い
う
よ
う
な
事
態
に
な
れ
ば
、

国
民
生
活
に
重
大
な
影
響
を
与
え
、

我
が
国
の
社
会
経
済
全
体
に
と
っ

て
も
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。

本
来
、
こ
の
問
題
を
引
き
起
こ

し
た
最
大
の
原
因
は
、
東
京
電
力

い
ん

ぺ
い

（
株
）の
隠
蔽
体
質
に
あ
る
。
東
京

電
力（
株
）が
こ
の
体
質
を
改
革
し
、

失
わ
れ
た
信
頼
を
取
り
戻
す
こ
と

が
最
重
要
課
題
で
あ
る
。
一
方
、

東
京
電
力（
株
）を
監
督
す
る
国
は
、

原
子
力
発
電
の
安
全
の
確
保
に
万

全
を
期
す
と
と
も
に
、
東
京
電
力

（
株
）の
体
質
改
革
実
現
の
た
め
監

督
責
任
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

当
然
、
こ
の
よ
う
な
事
態
を
迎

え
、
都
民
・
企
業
・
行
政
も
挙
げ

て
、
一
層
省
エ
ネ
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。

こ
の
た
め
、
関
係
当
事
者
は
、

引
き
続
き
電
源
立
地
地
域
の
住
民

と
同
じ
目
線
に
立
ち
、
何
よ
り
も

地
元
住
民
に
お
け
る
安
心
、
安
全

の
確
保
を
最
優
先
に
考
え
、
信
頼

回
復
へ
向
け
た
早
急
な
取
り
組
み

が
必
要
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
中
野
区
議
会
は
、
国

及
び
政
府
に
対
し
、
東
京
電
力

（
株
）に
対
す
る
指
導
・
監
督
の
徹

底
を
図
り
、
一
日
も
早
く
、
電
力

の
安
定
供
給
に
向
け
た
運
転
が
再

開
出
来
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

〈
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
経

済
産
業
大
臣
、
環
境
大
臣
あ
て
〉

教
育
委
員
の
任
命
は

区
民
の
声
を
反
映
さ
せ
よ

無
所
属
の
会

む
と
う

有
子

区役所窓口の時間延長と休日開設

子
育
て
支
援
施
策
の充

実
を
図
れ
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